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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

行事をはじめとして、遠足や音楽鑑賞教室、かる
た会などの行事を通して中高の生徒が学年を超え
た交流を行っています。宿泊行事には中 3 のサ
マースクール、高 2 の修学旅行があり、この他に
もホームステイ形式で行う前述の海外研修が 3 種
類あります。

部活動は全ての部が中高合同で行います。文化
系では写真、演劇、国際交流、マンドリン・ギター、
吹奏楽、軽音楽、放送、理科、漫画研究、美術、調理、

茶道、書道、デッサン同好会の14部と、運動系で
は硬式テニス、水泳、バスケットボール、バドミ
ントン、ダンス、ラクロスの 6 部があります。

〈URL〉https://tokiwamatsu.ac.jp
　　　　大正 5 年（1916）常磐松女学校創設。昭和
26年（1951）に学校法人トキワ松学園中学校・高等
学校となりました。平成28年（2016）創立100周年。

初代校長の三角錫子が残した「鋼鉄（はがね）
に一輪のすみれの花を添えて」という建学の精神
をもとに、「世界を視野に、未来の社会を創造す
る“探究女子”の育成」を掲げ、「思考力教育・
国際力教育・美の教育」の 3 つの教育を柱とした
教育活動を行っています。

探究活動の基盤となる「思考力教育」では、図書
室で行う独自の授業「思考と表現」や高校の「探
究」の授業を中心に、課題を発見して、調べ、プレ
ゼンテーションまで行い、探究の姿勢を培います。
「国際力教育」においても、中学の英語（Listening 

& Speaking）では、日本人と複数の外国人教師
のティームティーチングで行い、ゲームやクイズ、
ロールプレイ形式で楽しみながら英会話に親しみ、
外国人ゲストを招くなどの国際交流活動を行いな
が ら 確 実 に 英 語 力 を 身 に つ け ま す。 高 校 の
Global Studiesでは文化や民族、宗教問題など
世界の諸問題について英語で学ぶ中で、課題を発
見し、調べスキルを身につけ、英語で自分の意見
を述べることができるようになります。海外研修
もイギリス（17日間）、アメリカ（ 2 週間）、オー
ストラリア（ 3 カ月間）と充実の 3 種類です。

高校からは文理探究コース（英語アドバンス・

英語スタンダード）と美術デザインコースが設置
され、高校 ２ 年から美術デザインコースもデザイ
ンとアートに分かれることで、幅広い進路に対応
しています。特に、美術デザインコースでは併設の
横浜美術大学へ、希望者全員が特別推薦を受ける
ことができます（出席の基準を満たすことが必要）。

碑文谷の閑静な住宅街の中にあり、交通の便も
良好。耐震構造の新校舎及びグラウンドを有し、
P.A.の施設や屋内プールのある体育館も備えて
います。42,000冊の蔵書を誇る広く明るい図書室、
2 間続きの和室の他、カフェテリアやイングリッ
シュルーム、充実した 3 つの理系教室などを使い、
生徒たちはいきいきと生活しています。

一人ひとりの生徒の自主性を重んじながら、親
身になってアドバイスをする教師との信頼関係は
深く、校内には家庭的な雰囲気があふれています。

また、日本で初めて学校教育へ導入した教育プ
ログラム「プロジェクト・アドベンチャー」は、
アメリカで開発され、信頼・協力・調和・自信・積極
性など、「心の骨組み」を育てる教育プログラムで
す。体育の授業等の中で実践されるほか、放課後
には希望者を対象に、体育館に設置されたクライ
ミングウォールなどの施設も使い、実施されます。

スポーツ祭典・文化祭・音楽コンクールなどの

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備

生活指導・心の教育

学校行事・クラブ活動
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トキワ松学園中学校
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■2025年度入試日程
　　　　　適性・英語・２ 回・３ 回募集人員は特待/一般
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日

1 回　　　　40 1/10〜1/31 2/1 2/1 2/6
適性検査型　5/15 1/10〜1/31 2/1 2/1 2/11
2 回　　10/30 1/10〜2/1 2/1午後 2/1 2/6
英語　　　5/10 1/10〜2/1 2/1午後 2/1 2/6
3 回　　　5/10 1/10〜2/2 2/2午後 2/2 2/6
4 回　　　　10 1/10〜2/3 2/3午後 2/3 2/6

　　　　　　募集人員は100人（うち推薦50％）
出願期間 試験日 発表日 手続締切日

推薦　　　　1/15〜1/18 1/22 1/22 1/24
一般併願優遇1/25〜1/27 2/11 2/11 併願校　

発表翌日一般 1 回　　　1/25〜2/6 2/11 2/11
一般 2 回　　　2/7〜2/12 2/15 2/15

■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
１ 回・ ２回・ 3回： ２ 科か ４ 科選択　
適性検査型：適性検査Ⅰ（ⅠAまたはⅠＢ）・Ⅱ　
英語コミュニケーション：英語（英検 3 級以上取
得者は免除）、国語または算数  
4回： ２ 科
〈配点・時間〉国・算＝各100点45分　理・社＝
各50点計60分
〈面接〉英語コミュニケーションのみ英会話面接
　　　　　　
推薦：面接（生徒個人）、文理探究は作文（800字50
分）、美術は作品審査　【出願条件（推薦・一般併
願優遇）】内申　文理探究（英語アドバンス）
= 5 科18（併願優遇19）かつ英語 4 　文理探究（英
語スタンダード）= 3 科10か 5 科17か 9 科29(併
願優遇 3 科11か 5 科18か 9 科31)　美術＝ 9 科29

（併願優遇31）かつ美術 4 　いずれも検定で加点 
全科に 1 は不可　欠席 3 年間30日以内かつ 3 年次
7 日以内

一般：文理探究＝国・数・英、面接　美術＝国・
英・美術実技（120分）、面接
〈配点・時間〉国・数・英（リスニング含む）＝
各100点50分　〈面接〉生徒個人　重視
■2024年春併設大学への進学
横浜美術大学へは特別推薦入学制度があります。
■指定校推薦枠のある主な大学
中央大　成蹊大　國學院大　東京都市大　日本女
子大　聖心女子大　清泉女子大　女子美術大など
■2024年度入試結果
　　　　　合格者数は特待と一般の合計
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

1 回　 　 　　　40 84 67 57 1.2
適性特待 5 　一般15 113 111 104 1.1
2 回特待10　一般30 156 129 117 1.1
英語　特待 5 　一般10 19 18 16 1.1
3 回特待5　　一般10 143 53 44 1.2
4 回　 　 　 　　10 159 36 32 1.1

　　　　　　帰国生入試、 2 次入試あり
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦� 50 36 36 36 1.0
一般併願優遇　�50 91 72 72 1.0
一般 1 回� 11 10 6 1.7
　　 2 回� 若干 6 4 4 1.0
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学校説明会　要予約
★中学校　 5 、6 年生対象　10/27（英語体験） 
12/7（適性検査型）　12/22（入試体験）　1/11（算
数勉強教室）
★高等学校　10/12（PA体験）　11/30（美術入
試体験） 12/7（説明会）　
土曜日のミニ見学会（中高）　9/7　9/14　9/28 
10/5　10/19　10/26　11/2　11/9　1/18　1/25　2/22
見学できる行事　要予約
文化祭　9/22・9/23（入試相談コーナーあり）

安心・安全のトキワ松！
最新の耐震性を備えた校舎と備蓄用品、警

備員の配置、各教室の内線電話、メールでの
安全情報の伝達など、安心できる環境です。


